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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 4 年 4 月 5 日 ( 2 0 2 2 . 4 . 5 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 1 - 8 3 7 2 ( P 2 0 2 1 - 8 3 7 2 A )
【 公 開 日 】 令 和 3 年 1 月 2 8 日 ( 2 0 2 1 . 1 . 2 8 )
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2 0 2 1 - 0 0 4
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 1 9 - 1 2 1 9 4 1 ( P 2 0 1 9 - 1 2 1 9 4 1 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｃ ０ ４ Ｂ 3 5 / 5 2 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｃ ０ ４ Ｂ 3 5 / 5 2 4 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 3 月 2 8 日 ( 2 0 2 2 . 3 . 2 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ こ で 、 曲 げ 強 さ は 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｋ   ７ ０ ７ ４ に 準 拠 し て 測 定 す る も の で あ る 。 具 体 的 に は  
、 両 端 を 単 純 支 持 さ れ た 試 験 片 の １ 点 に 荷 重 （ ３ 点 曲 げ ） を 加 え 、 所 定 の 試 験 速 度 で 試 験  
片 を た わ ま せ て 得 ら れ た 破 壊 時 荷 重 又 は 最 大 荷 重 を 用 い て 、 以 下 の 式 で 求 め ら れ る 曲 げ 強  
さ σ ｂ （ Ｍ Ｐ ａ ） を 言 う も の で あ る 。
σ ｂ ＝ （ ３ Ｐ ｂ Ｌ ） ／ （ ２ ｂ ｈ ２ ）
式 中 、 Ｌ は 支 点 間 距 離 （ ｍ ｍ ） 、 ｂ は 試 験 片 の 幅 （ ｍ ｍ ） 、 ｈ は 試 験 片 の 厚 さ （ ｍ ｍ ） 、  
Ｐ ｂ は 破 壊 時 荷 重 又 は 最 大 荷 重 （ Ｎ ） を 意 味 す る 。 こ こ で 、 試 験 片 を 任 意 の 大 き さ に 切 り  
分 け て 測 定 を 行 う こ と が で き る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ こ で 、 曲 げ 弾 性 率 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｋ   ７ ０ ７ ４ に 準 拠 し て 測 定 す る も の で あ る 。 具 体 的 に  
は 、 両 端 を 単 純 支 持 さ れ た 試 験 片 の １ 点 に 荷 重 （ ３ 点 曲 げ ） を 加 え 、 所 定 の 試 験 速 度 で 試  
験 片 を た わ ま せ て 荷 重 － た わ み 曲 線 を 記 録 し 、 荷 重 － た わ み 曲 線 の 直 線 部 の 初 期 の 勾 配 を  
用 い て 、 以 下 の 式 で 求 め ら れ る 曲 げ 弾 性 率 Ｅ ｂ （ Ｇ Ｐ ａ ） を 言 う も の で あ る 。
Ｅ ｂ ＝ （ １ ／ ４ ） × （ Ｌ ３ ／ ｂ ｈ ３ ） × （ Ｐ ／ δ ）
式 中 、 Ｌ は 支 点 間 距 離 （ ｍ ｍ ） 、 ｂ は 試 験 片 の 幅 （ ｍ ｍ ） 、 ｈ は 試 験 片 の 厚 さ （ ｍ ｍ ） 、  
Ｐ ／ δ は 、 荷 重 － た わ み 曲 線 の 直 線 部 の 勾 配 （ Ｎ ／ ｍ ｍ ） を 意 味 す る 。 こ こ で 、 試 験 片 を  
任 意 の 大 き さ に 切 り 分 け て 測 定 を 行 う こ と が で き る こ と に 留 意 さ れ た い 。


	header
	written-amendment

